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２．平成 27年度 研究会 
 
 第 1回研究会 平成 27年 10月 2日 18:00～19:30 函館大学 181教室 
  ・函館アジアマーケティング研究会規約について 
  ・函館アジアマーケティング研究会会長の選出 
  ・今後の活動計画 
  ・企業向けニーズアンケート内容の検討 
  ・その他 
 
 第 2回研究会 平成 27年 12月 17 日 18:00～19:30 函館大学 181教室 
  ・企業向けニーズアンケート実施計画 
  ・函館大学によるこれまでの調査報告 
    中国語圏観光客に対する消費特性調査 －牛乳・乳製品、水産物を取り上げて 
インバウンド観光客の消費と観光地店舗における影響 
函館と北海道の食のブランド評価の台日比較 
  ・その他 
 
 第 3回研究会 平成 28年 2月 25日 18:00～19:30 函館大学 181教室 
  ・企業向けニーズアンケートの調査報告 
    函館圏域企業における海外との取引、インバウンド観光の現状と課題   
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  ・来年度の活動計画 






























があるため）、回収数 246通、回収率約 1割。 
 主な業種は食品製造業 28 社（11.5%）、食品以外の製造業 9 社（3.7%）、建設業 53 社
（21.7%）、卸売業 26 社（10.7%）、小売業 35 社（14.3%）、運輸業 10 社（4.1%）、不動産
業 6 社（2.5%）、飲食業 8 社（3.3%）、印刷・出版業 3 社（1.2%）、ソフトウェア・情報処





社（3.9%）。ほとんどが 300人以下の企業であり、「6～20人」が 1/3、「21～40人」が 2割
であった【図 2】。 
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図 1 基本属性（業種） 
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 業種では、海外との取引を行っているのは食品製造業 14社、食品以外の製造業 1社、卸
売業 6 社、小売業 4 社、ソフトウェア・情報処理業 1 社、宿泊業 1 社、その他のサービス
業 4社、その他または複合 4社（貿易業 1社、食品製造業と卸売業の複合 3社）。 
 
 








る」、149社（78.8%）が「関心なし」【図 4】。現在、取引していない企業の 5社に 1社が関
心を持っている。 
 関心がある企業を業種別に見ると、食品製造業 5 社、食品以外の製造業 2 社、建設業 4













図 4 現在していない企業の海外との取引への関心 
















縮小 66社（27.7%）、わからない 39社（16.4%）。横ばいが 4割、縮小が 3割である。 
業種別に見ると、建設業と卸売業で縮小が 4 割になっている【図表 5】。 
 














拡大 7 1 3 3 6 7 
横ばい 10 21 12 10 14 9 
縮小 6 21 11 11 4 6 
わからない 3 8 0 11 4 4 
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3年後の主たる業界の競争環境の見通しは、激化 98社（41.7%）、横ばい 91社（38.7%）、
緩和 4社（1.7%）、わからない 42社（17.9%）。激化、横ばいがそれぞれ 4割である。 
業種別に見ると、その他のサービス業で横ばいが半数を超えている【図表 6】。 
 














激化 11 26 14 12 8 10 
横ばい 9 16 10 10 15 9 
緩和 1 0 0 1 1 1 
わからない 4 8 2 12 3 5 
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海外と取引している企業、現在取引していないが関心がある企業に、3年後の自社の海外




ある企業は 1/4が始めることを考えている【図表 7】。 
 










拡大（もしくは始める） 20 11 31 
現状維持 11 32 43 
縮小 2 0 2 















































拡大（もしくは始める） 11 9 8 5 33 
現状維持 11 17 12 4 44 
縮小 0 1 1 0 2 















拡大（もしくは始める） 15 12 1 4 32 
現状維持 18 16 1 8 43 
縮小 0 2 0 0 2 






























































































言葉の問題 8 24 32 
現地ニーズの把握・情報収集 10 24 34 
ビジネスパートナーの確保 16 23 39 
現地における取引条件・信用 10 25 35 
資金調達 4 4 8 
貿易実務（書類作成等）がわからない 0 10 10 
現地向け商品の生産体制 2 3 5 
現地人材の確保・労務管理 2 10 12 
採算性 4 11 15 
為替の変動・政情不安・自然災害 6 6 12 
その他 1 3 4 
特にない 0 0 0 



























中国（香港含む）55 社（23.3%）、韓国 33 社（13.9%）、シンガポール 33 社（13.9%）、タ




 業種別に見ると、宿泊業が多い【図表 11】。 
 






















台湾 10 0 8 14 8 3 
中国（香港含む） 12 0 6 13 8 2 
韓国 5 0 3 7 7 0 
シンガポール 4 0 4 8 7 2 
タイ 5 0 5 8 7 2 
アメリカ 2 0 1 5 6 0 
マレーシア 3 0 1 6 3 1 
その他 1 0 0 4 1 0 
不明 6 0 2 6 0 5 
全くない 5 52 14 13 0 16 






































図 12 インバウンド観光の現在の取り組み 
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0 2 1 5 
海外の販売サイトに商品
等を登録している 
0 0 0 3 
商品表示やメニューを多
言語化している 
3 0 6 2 
銀聯カードが使用できる 1 0 6 5 
外国語を話す従業員をお
いている 
1 0 3 4 
ハラール対応をしている 0 0 0 0 
海外宅配便の紹介をして
いる 
0 0 0 0 
その他 1 0 3 0 
特にない 11 7 8 0 
 
（３）インバウンド観光の今後の展望 









図 14 インバウンド観光の今後の展望 



















10 1 9 10 4 4 
現状維持 14 51 13 21 4 19 
縮小 0 0 0 0 0 1 






























為替・政情不安等の影響 5 2 2 2 
国際アクセスが悪い 1 1 0 0 
言葉がわからない 5 1 9 3 
習慣や文化の違い 4 3 4 6 
他の客が嫌がることがある 2 1 3 6 
その他 2 0 1 0 
特にない 1 5 3 0 






















為替・政情不安等の影響 12 3 0 15 
国際アクセスが悪い 3 1 0 4 
言葉がわからない 20 5 1 26 
習慣や文化の違い 20 6 0 26 
他の客が嫌がることがある 11 7 0 18 
その他 5 1 0 2 









































現在していないうちの 5 社に 1 社が
関心がある 





















2/3 が拡大を考えている 1/4 が始めることを考えている（食品
製造業 5 社、卸売業 2 社、小売業 1


























表 19 インバウンド観光（まとめ） 
 














展望 利用拡大が半数、現状維持 4割 利用拡大 3社のみ 













連絡先 TEL     ―     ― 
主な業種 １．食品製造業 ２．食品以外の製造業 ３．建設業 ４．卸売業 ５．小売業 ６．運輸業  
７．不動産業  ８．飲食業  ９．印刷・出版業 １０．ソフトウェア・情報処理業   
１１．法人向けサービス業 １２．個人向けサービス業 １３．他（        ） 




１．直接輸出をしている ２．代理店を通じて輸出をしている ３．輸入をしている  
４．海外に自社の生産・営業拠点がある ５．海外企業と業務委託契約をしている  
６．その他（例：物産展に出す等            ） ７．海外と取引していない 
 
海外取引をされている場合、相手国、商品やサービス内容等を具体的にお書きください 
（                 ） 
※現在、海外と取引されていない場合にお答えください １．海外との取引に関心はある ２．関心なし 
 
問２ 貴社の事業の見通しについてそれぞれ○をつけてください。 
3 年後の主たる業界の市場規模の見通し １．拡大 ２．横ばい ３．縮小 ４．わからない 








（                ） 
 
問３ 海外との取引の課題に○をつけてください。 
 １．言葉の問題         ２．現地ニーズの把握・情報収集 ３．ビジネスパートナーの確保  
４．現地における取引条件・信用 ５．資金調達     ６．貿易実務（書類作成等）がわからない 
７．現地向け商品の生産体制   ８．現地人材の確保・労務管理  ９．採算性 






１．台湾  ２．中国（香港含む） ３．韓国  ４．シンガポール  ５．タイ  
６．アメリカ  ７．マレーシア  ８．他（     ） ９．不明 １０．全くない 
現在の取組
み 
１．ホームページを多言語化している    ２．海外の販売サイトに商品等を登録している  
３．商品表示やメニューを多言語化している ４．銀聯カードが使用できる  
５．外国語を話す従業員をおいている    ６．ハラール対応をしている  
７．海外宅配便の紹介をしている  ８．その他（            ） ９．特にない 
5 年後の 
貴社の展望 
１．海外観光客の利用を拡大 ２．現状維持 ３．縮小 ４．海外観光客の利用はない 
理由をお書きください（            ） 
海外観光客
利用の課題 
１．為替・政情不安等の影響 ２．国際アクセスが悪い    ３．言葉がわからない  
４．習慣や文化の違い    ５．他の客が嫌がることがある   
６．他（                   ） ７．特にない 





















































 中国（香港含む）96人、台湾 248人、合計 344人。 
 性別は中国が男性 85 人（90.4%）、女性 9 人（9.6%）と圧倒的に男性である。台湾が男
性 93人（37.8%）、女性 153人（62.2%）と女性が 6割である。 
 年代は中国が 19 歳以下 27 人（29.7%）、20 代 4 人（4.4%）、30 代 14 人（15.4%）、40
代 25人（27.5%）、50代 19人（20.9%）、60 代 0人（0.0%）、70歳以上 2人（2.2%）であ
り、19歳以下、40代がそれぞれ 3割、50代が 2割である。台湾が 19歳以下 35人（14.2%）、
20 代 38人（15.4%）、30代 46人（18.7%）、40代 41人（16.7%）、50代 52人（21.1%）、




 中国の牛乳を飲む頻度は、ほぼ毎日 39 人（40.6%）、週 2～3日 36人（37.5%）、週 1日
6 人（6.3%）、月数回 4 人（4.2%）、たまに飲む 9 人（9.4%）、全く飲まない 2 人（2.1%）
【図 1.1】。「ほぼ毎日」が 4割と飲む頻度が多いが、19歳以下で「ほぼ毎日」が多く、回答
者に 19歳以下が多いためと考えられる。 
 よく飲む牛乳・乳飲料の種類は、普通の牛乳 82人（91.1%）、フルーツ牛乳等の乳飲料 6
人（6.7%）、全く飲まない 2人（2.2%）【図 1.2】。9 割が普通の牛乳を飲んでいる。年齢に
よる差は見られない。 
 牛乳の飲み方は、冷たくする 69 人（71.9%）、常温のまま 11 人（11.5%）、温める 14 人
（14.6%）、全く飲まない 2 人（2.2%）【図 1.3】。7 割が冷たくしており、一部に常温のま
ま、温める人がいる。年齢による差は見られない。 
 スーパー等で牛乳を選ぶ基準は、味 68人（70.8%）、成分 13人（13.5%）、製造メーカー
7 人（7.3%）、価格 0人（0.0%）、賞味期限 6 人（6.3%）、生産地 0人（0.0%）、特にない 2
人（2.1%）【図 1.4】。味が 7 割で最も多く、成分が 1 割である。50 代で「味」が少なくな
り、「成分」が比較的多くなる。 
 スーパー等でよく購入する牛乳の賞味期限は、2 週間まで 73 人（94.8%）、1 ヶ月以上 4
人（5.2%）【図 1.5】。多くが 2週間までの普通の牛乳であり、輸出品に多い賞味期限が長い
LL 牛乳が 5%である。年齢による差は見られない。 
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 台湾の牛乳を飲む頻度は、ほぼ毎日 54 人（21.8%）、週 2～3日 157人（63.3%）、週 1日
0 人（0.0%）、月数回 0人（0.0%）、たまに飲む 29人（11.7%）、全く飲まない 8人（3.2%）
【図 1.1】。週 2～3 日が 6 割である。19 歳以下で「ほぼ毎日」が多い。性別による差は見
られない。 
 よく飲む牛乳・乳飲料の種類は、普通の牛乳 194 人（85.5%）、フルーツ牛乳等の乳飲料
25 人（11.0%）、全く飲まない 8人（3.5%）【図 1.2】。普通の牛乳が 9割近い。女性、30 代
でフルーツ牛乳等の乳飲料が多くなっている。 
 牛乳の飲み方は、冷たくする 144人（58.1%）、常温のまま 75人（30.2%）、温める 21 人
（8.5%）、全く飲まない 8人（3.2%）【図 1.3】。冷たくするのが 6割である。中国に比べて
常温のまま、温める人が比較的多いが、中国よりも中高年齢者が多いためと考えられる（40
代で「常温」が多くなり、50代以上で「温める」が多くなる）。性別による差は見られない。 
 スーパー等で選ぶ基準は、味 120人（48.4%）、成分 45人（18.1%）、製造メーカー16 人









図 1.1 牛乳を飲む頻度 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
ほぼ毎日 週2～3日 週1日 月数回 たまに飲む 全く飲まない
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図 1.2 よく飲む牛乳・乳飲料の種類 
 
図 1.3 牛乳の飲み方 
 
 
図 1.4 スーパー等で牛乳を選ぶ基準 
 




0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
冷たくする 常温のまま 温める 全く飲まない
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
味 成分 製造メーカー 価格 賞味期限 生産地 特にない
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図 1.5 スーパー等で牛乳を選ぶ賞味期限 
 
（４）ヨーグルトの消費 
 中国のヨーグルトを飲食する頻度は、ほぼ毎日 23人（24.0%）、週 2～3日 17人（17.7%）、
週 1日 36人（37.5%）、月数回 6人（6.3%）、たまに飲食する 5人（5.2%）、全く飲食せず
9 人（9.4%）【図 1.6】。週 1 日が 4 割であり、ほぼ毎日が 1／4 程度である。若年層で飲食
する頻度が多くなっている。 
 よく飲食するヨーグルトの種類は、無糖 35 人（37.2%）、糖分入り 15人（16.0%）、フル
ーツ入り等味付き 31人（33.0%）、飲料用 4人（4.3%）、全く飲食せず 9人（9.6%）【図 1.7】。
無糖が 4 割、フルーツ入り等味付きが 3 割である。フルーツ等味付きが比較的多く、特に
30～50 代で糖分入りやフルーツ入り等味付きが多くなっている。既存の報告よりも飲料用
ヨーグルトが少なくなっている。 
 スーパー等でヨーグルトを選ぶ基準は、味 31人（32.3%）、成分 30人（31.3%）、製造メ
ーカー18人（18.8%）、価格 13人（13.5%）、賞味期限 0人（0.0%）、生産地 0人（0.0%）、
特にない 4人（4.2%）【図 1.8】。味、成分がそれぞれ 3割である。年齢による差は見られな
い。 
 
台湾のヨーグルトを飲食する頻度は、ほぼ毎日 17人（7.1%）、週 2～3日 68人（28.5%）、
週 1日 49人（20.5%）、月数回 35人（14.6%）、たまに飲食する 38人（15.9%）、全く飲食
せず 32 人（13.4%）【図 1.6】。週 2～3 日が 3 割、週 1 日が 2 割である。40 代までで飲食
する頻度が多くなっている。性別による差は見られない。 
 よく飲食するヨーグルトの種類は、無糖 114 人（46.0%）、糖分入り 85 人（34.3%）、フ
ルーツ入り等味付き 10人（4.0%）、飲料用 7 人（2.8%）、全く飲食せず 32人（12.9%）【図
1.7】。無糖が半数近く、糖分入りが 3割である。糖分入りが好まれており、特に女性、30代
までに多い。 
 スーパー等でヨーグルトを選ぶ基準は、味 82 人（33.7%）、成分 111 人（45.7%）、製造
メーカー5人（2.1%）、価格 8人（3.3%）、賞味期限 25人（10.3%）、生産地 0人（0.0%）、
特にない 12人（4.9%）【図 1.8】。成分が半数近く、味が 3割である。性別、年齢による差
は見られない。 
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図 1.6 ヨーグルトを飲食する頻度 
 
 
図 1.7 よく飲食するヨーグルトの種類 
 
 
図 1.8 スーパー等でヨーグルトを選ぶ基準 
 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
ほぼ毎日 週2～3日 週1日 月数回 たまに飲食する 全く飲食せず
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
無糖 糖分入り フルーツ入り等味付き 飲料用 全く飲食せず
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
味 成分 製造メーカー 価格 賞味期限 特にない
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（５）チーズの消費 
 中国のチーズを食べる頻度は、ほぼ毎日 6 人（6.4%）、週 2～3 日 17 人（18.1%）、週 1
日 48人（51.1%）、月数回 21人（22.3%）、たまに食べる 2人（2.1%）、全く食べない 0人
（0.0%）【図 1.9】。週 1 日が半数であり、月数回が続く。19 歳以下で食べる頻度が多くな
っている。 
 スーパー等でチーズを選ぶ基準は、味 32 人（33.3%）、種類 0人（0.0%）、製造メーカー
41 人（42.7%）、価格 4人（4.2%）、添加物 7 人（7.3%）、生産地 2人（2.1%）、特にない 10
人（10.4%）【図 1.10】。製造メーカーが 4割、味が 3割である。製造メーカーが重視されて
おり、特に中高年齢者で製造メーカーが多くなっている。 
 
台湾のチーズを食べる頻度は、ほぼ毎日 16 人（6.6%）、週 2～3日 82人（33.7%）、週 1
日 76人（31.3%）、月数回 26人（10.7%）、たまに食べる 41人（16.9%）、全く食べない 2
人（0.8%）【図 1.9】。週 2～3日、週 1日がそれぞれ 3割である。女性の方が食べる頻度が
多くなっている。年齢による差は見られない。 
 スーパー等でチーズを選ぶ基準は、味 114 人（46.3%）、種類 69 人（28.0%）、製造メー
カー2人（0.8%）、価格 0人（0.0%）、添加物 26人（10.6%）、生産地 18人（7.3%）、特に




図 1.9 チーズを食べる頻度 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
ほぼ毎日 週2～3日 週1日 月数回 たまに食べる 全く食べない
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図 1.10 スーパー等でチーズを選ぶ基準 
 
（６）アイスクリームの消費 
 中国のアイスクリームをスーパー等で選ぶ基準は、味 53人（55.2%）、種類 0人（0.0%）、
製造メーカー29人（30.2%）、価格 0人（0.0%）、生産地 4人（4.2%）、特にない 10人（10.4%）




製造メーカー0人（0.0%）、価格 4人（1.6%）、生産地 15人（6.1%）、特にない 22人（8.9%）




図 1.11 スーパー等でアイスクリームを選ぶ基準 
 
  
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
味 種類 製造メーカー 価格 添加物 生産地 特にない
0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
味 種類 製造メーカー 価格 生産地 特にない
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（７）地元での輸入品の購入 
 普段、地元で輸入品の牛乳を購入する人は中国 33人（34.4%）【図 1.12】、一番よく購入
する生産国または製造メーカーは「オーストラリア産」4人、「日本産」29人である。台湾
89 人（35.9%）【図 1.12】、一番よく購入する生産国または製造メーカーはすべて「日本産」
89 人であった。いずれも 3割以上が輸入品の牛乳を購入している。 












図 1.12 普段の地元での牛乳・乳製品の輸入品の購入 
 
（８）北海道産の購入経験 
 購入したことがある北海道産の牛乳・乳製品は、中国 96 人のうち牛乳 78 人（81.3%）、
ヨーグルト 19人（19.8%）、チーズ 23人（24.0%）、アイスクリーム 62人（64.6%）、プリ
ン 22人（22.9%）、ミニケーキ等の洋菓子 30 人（31.3%）【図 1.13】。牛乳が 8割、アイス
クリーム 6 割、ミニケーキ等の洋菓子が 3 割である。購入したことがある人からは「おい
しい」、「牛乳の味が濃い」、「品質が素晴らしい」等の意見があがっている。 
 
 台湾 248 人のうち牛乳 172 人（69.4%）、ヨールグルト 37 人（14.9%）、チーズ 68 人
（27.4%）、アイスクリーム 105人（42.3%）、プリン 52人（21.0%）、ミニケーキ等の洋菓
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中国の「食べたことがある」39 人のうち 35 人（89.7%）が「おいしい」と答えていた。























図 1.14 函館牛乳の購入意向 
 
 
図 1.15 山川牧場自然牛乳ソフトクリームの購入意向 
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 北京 87人、台湾 68人、合計 156人。 
 性別は、北京が男性 23人（26.4%）、女性 64人（73.6%）、女性が 3/4である。台湾は男
性が 31人（45.6%）、女性 37人（54.4%）、半数ずつくらいである。 
年代は、北京が 19 歳以下 6 人（7.1%）、20 代 8 人（9.4%）、30 代 8 人（9.4%）、40 代
12 人（14.1%）、50 代 26 人（30.6%）、60 代 22 人（25.9%）、70 歳以上 3 人（3.5%）。50
代が 3 割、次いで 60 代である。台湾が 19 歳以下 0 人（0.0%）、20 代 11 人（16.2%）、30
代 13人（19.1%）、40代 10人（14.7%）、50 代 19人（27.9%）、60代 14人（20.6%）、70











図 2.1 朝食の主な食べ方 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
自宅で 外食 弁当等を購入して職場等で食べる 職場の社員食堂等 食べない




0 人（0.0%）【図 2.2】。6割が「自宅で」であり、「職場の社員食堂等」が 2割である。性別
による差は見られない。30 代で「職場の社員食堂等」が比較的多い。なお、中国の定年は














7 割が自宅で食べており、外食が 1割である。 
 
図 2.3 夕食の主な食べ方 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
自宅で 外食 弁当等を購入して職場等で食べる 職場の社員食堂等
0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
自宅で 外食 弁当等を購入して職場等で食べる 職場の社員食堂等 食べない




ー72 人（82.8%）、コンビニ 8 人（9.2%）、百貨店 6 人（6.9%）、個別店舗 9 人（10.3%）、
通販・宅配 4人（4.6%）、魚市場 3人（3.4%）、購入しない 4人（4.6%）【図 2.4】。スーパ
ーが 8割、個別店舗が 1割である。 
台湾は 68人の複数回答で、スーパー36人（52.9%）、コンビニ 0人（0.0%）、百貨店 3 人
（4.4%）、個別店舗 27人（39.7%）、通販・宅配 1人（1.5%）、魚市場 3人（4.5%）、購入し
ない 7人（10.3%）【図 2.4】。スーパーが半数、個別店舗が 4割である。 
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図 2.5 魚料理の主な食べ方 
 
 魚料理を食べる頻度は、北京で、ほぼ毎日 9人（10.7%）、週 2～3回 20人（23.8%）、週
1 回程度 46人（54.8%）、月数回程度 9人（10.7%）、食べない 0人（0.0%）【図 2.6】。週 1
回程度が半数であり、週 2～3回が 2割である。年代による差は見られない。 
台湾で、ほぼ毎日 14人（20.9%）、週 2～3回 34人（50.7%）、週 1回程度 10人（14.9%）、









生魚」は 2割、「焼魚」が 15%である。 
台湾の 68人の複数回答で、「寿司・刺身等の生魚」20人（29.4%）、「焼魚」16人（23.5%）、
「煮魚」11人（16.2%）、「蒸し魚」47人（69.1%）、「すり身」3人（4.4%）、「食べない」2
人（2.4%）【図 2.7】。「蒸し魚」が 7割、「寿司・刺身等の生魚」が 3割、「焼魚」が 2 割で
あった。 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
鮮魚を買って自宅で調理 総菜や加工品を購入 外食 食べない
0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
ほぼ毎日 週2～3回 週1回程度 月数回程度 食べない





図 2.7 よく食べる魚料理 
 
 肉料理を食べる頻度は、北京で、ほぼ毎日 47 人（54.7%）、週 2～3回 25 人（29.1%）、
週 1回程度 11人（12.8%）、月数回程度 2人（2.3%）、食べない 1人（1.2%）【図 2.8】。ほ
ぼ毎日が半数、週 2～3回が 3割である。魚料理を食べる頻度よりも多くなっている。年代
による差は見られない。 
台湾で、ほぼ毎日 32人（47.1%）、週 2～3回 27人（39.7%）、週 1回程度 5人（7.4%）、





図 2.8 肉料理を食べる頻度 
 
 









0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
ほぼ毎日 週2～3回 週1回程度 月数回程度 食べない
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 よく食べる肉料理は、北京で、牛肉 33 人（38.4%）、豚肉 41 人（47.7%）、鶏肉 12 人
（14.0%）、食べない 0 人（0.0%）【図 2.9】。豚肉が半数近く、牛肉が 4 割である。年代に
よる差は見られない。 
台湾で、牛肉 18人（26.9%）、豚肉 36人（53.7%）、鶏肉 12人（17.9%）、食べない 1人
（1.5%）【図 2.9】。豚肉が半数であり、牛肉が 3割である。若年層で牛肉が多くなっている。 
 
 















0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
牛肉 豚肉 鶏肉 食べない
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図 2.10 普段、地元での日本の魚の食べ方 
 
 日本の魚を食べる頻度は、北京で、週 1 回以上 18 人（21.7%）、月数回 16 人（19.3%）、
年数回 23 人（27.7%）、食べたことがある 16 人（19.3%）、食べない 10 人（12.0%）【図
2.11】。年数回 3割であるが、週 1回も 2割ある。前述の魚料理を食べる頻度（週 1回が半
数）と比べると、その一部を占めており、好み等によって頻繁に食べられていることもある。
性別や年代による差は見られない。 
台湾で、週 1回以上 20人（29.4%）、月数回 24人（35.3%）、年数回 13人（19.1%）、食
べたことがある 6 人（8.8%）、食べない 5 人（7.4%）【図 2.11】。月数回が 35%であり、週




図 2.11 日本の魚を食べる頻度 
 
 旅行前に食べたことがあった日本の水産物は、北京の 87 人の複数回答で、アワビ 40 人
（46.0%）、ホタテ 59 人（67.8%）、ウニ 16 人（18.4%）、イクラ 24 人（27.6%）、サケ 29
人（33.3%）、マグロ 48 人（55.2%）、タイ 12 人（13.8%）、イカ 27人（31.0%）、サバ 15
人（17.2%）、カンパチ 3人（3.4%）、ハマチ 2人（2.3%）、アジ 7人（8.0%）、スズキ 40 人







0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
週1回以上 月数回 年数回 食べたことがある 食べない
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（46.0%）、アナゴ 30人（34.5%）、エビ 48 人（55.2%）、カニ 40人（46.0%）、昆布 52 人
（59.8%）、その他 0 人（0.0%）、食べたことはない・わからない 3 人（3.4%）【図 2.12】。
ホタテが 7割、昆布が 6割、マグロとエビがそれぞれ 55%、アワビ、スズキ、カニが 46%
である。ウニ、カンパチ、ハマチは男性の方が食べたことがある人が多い。イクラは若年層
で食べたことがある人が多い。 
 台湾の 68 人の複数回答で、アワビ 37 人（54.4%）、ホタテ 32 人（47.1%）、ウニ 24 人
（35.3%）、イクラ 19 人（27.9%）、サケ 49 人（72.1%）、マグロ 17 人（25.0%）、タイ 26
人（38.2%）、イカ 25 人（36.8%）、サバ 32 人（47.1%）、カンパチ 7人（10.3%）、ハマチ
2 人（2.9%）、アジ 6人（8.8%）、スズキ 14 人（20.6%）、アナゴ 24人（35.3%）、エビ 22
人（32.4%）、カニ 29人（42.6%）、昆布 31 人（45.6%）、その他 1人（1.5%）、食べたこと
はない・わからない 2人（2.9%）【図 2.12】。サケが 7割、アワビやホタテ、サバが半数で
ある。性別による差は見られない。アワビは若年層で食べたことがある人が多い。 
 
図 2.12 旅行前に食べたことがある日本の水産物 
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（６）今回の旅行中にはじめて食べた日本の魚 
 今回の旅行ではじめて食べた魚がある人は、北京で 11人（12.6%）【図 2.13】。はじめて
食べた魚はイクラ、マグロ、サケ、タチウオ、タイ、フナであった。 
 同様に台湾で 6人（8.8%）【図 2.13】。はじめて食べた魚はマグロ、イカ、フグ、サケで
あった。 














図 2.13 今回の旅行ではじめて食べた魚がある人 
 
 旅行中に食べた日本の魚料理について、北京で、好き 62 人（71.3%）、まあ好き 21 人
（24.1%）、あまり好きでない 3 人（3.4%）、好きでない 1 人（1.1%）【図 2.14】。7 割が好
きと答えていた。性別や年代による差は見られない。地元で日本の魚を食べる頻度が多いほ
ど、好きと答える人が多くなっていた。 
台湾で、好き 57人（83.8%）、まあ好き 10人（14.7%）、あまり好きでない 1人（1.5%）、
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
北京
台湾
好き まあ好き あまり好きではない 好きではない
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表 2.15 食習慣及び水産物の嗜好（まとめ） 
 






魚料理の主な食べ方 北京、台湾ともに 8割以上が鮮魚を買って自宅で調理 




食べ方 北京で 8割が食べており、外食 4割、自宅で調理 3割 
台湾で 9割が食べており、外食と自宅で調理が 4割ずつ 













































単価平均 1.1 万円）が半数、その他の食料品・酒・たばこ（同平均 1.1 万円）、化粧品・香



















 有効回収数 563。 
 居住地は中国 221人、台湾 33人、道内 121 人、道外 188人。 
 性別は中国観光客で男性がやや少ない、他は半数ずつくらいである【図表 2.1】。 
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 年代は台湾観光客で若年層が多く 30代までで半数を占める、他は 50代・60代で半数を
占める【図表 2.2】。 
 




合計 道内 道外 中国 台湾 
性別 男性 56 89 66 14 225 
女性 60 95 148 18 321 
合計 116 184 214 32 546 
 
 




合計 道内 道外 中国 台湾 
年代 19 歳以下 1 0 8 5 14 
20 代 4 15 22 3 44 
30 代 13 27 21 9 70 
40 代 15 29 35 9 88 
50 代 34 38 69 4 145 
60 代 38 64 53 2 157 
70 歳以上 16 15 10 0 41 
合計 121 188 218 32 559 











 インバウンド観光客の宿泊や交通の手配は、個人で手配 10人（4.5%）、フリーパック 40
人（17.9%）、ツアー174 人（77.7%）。8 割がツアーである。中国観光客、台湾観光客で差
は見られない【図表 2.3】。 
 同行者は「一人で」4 人（1.8%）、「家族・親族」134 人（59.8%）、「知人・友人」59 人
（26.3%）、「家族・親族＋友人・知人」27人（12.1%）。「家族・親族」が 6割、「知人・友
人」が 1／4である。「一人」はほとんどいない。 
 中国観光客、台湾観光客で差は見られない【図表 2.4】。 
 




合計 中国 台湾 
宿泊や交
通の手配 
個人で手配 8 2 10 
フリーパック 38 2 40 
ツアー 145 29 174 
合計 191 33 224 





19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上








合計 中国 台湾 
同行者 一人 3 1 4 
家族・親族 117 17 134 
知人・友人 52 7 59 
家族・親族＋友人・知人 22 5 27 




「4～9 人」109 人（48.6%）、「10人以上」21 人（9.4%）。「2～3 人」が 4 割、「4～9 人」
が半数近い。比較的大人数である。 
 これまでに日本に来た回数は、今回はじめて 112人（46.1%）、2～3回目 92人（37.9%）、
4 回以上 39人（16.0%）。今回はじめてが半数近い。はじめて日本に来る観光客が函館を訪
れていることがわかる。 
 中国観光客の方が、台湾観光客よりも「今回はじめて」の人がやや多い【図表 2.5】。 
 




0% 20% 40% 60% 80% 100%
中国
台湾
一人 家族・親族 知人・友人 家族・親族＋友人・知人
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合計 中国 台湾 
これまでに日本
に来た回数 
今回はじめて 102 10 112 
2～3回 80 12 92 
4回以上 28 11 39 
合計 210 33 243 
 
 
 今回の旅行で行くところは 327 人の複数回答で、札幌 215 人（91.1%）、小樽 176 人
（74.3%）、ニセコ 24人（10.2%）、富良野・美瑛 94人（39.8%）、釧路 2人（0.8%）、知床
0 人（0.0%）、東京 12 人（5.1%）、京都 9 人（3.8%）、大阪 11 人（4.7%）、その他 17 人
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札幌 184 31 215 
小樽 150 26 176 
ニセコ 22 2 24 
富良野・美瑛 69 25 94 
釧路 0 2 2 
知床 0 0 0 
東京 11 1 12 
京都 8 1 9 
大阪 10 1 11 
その他 17 0 17 
函館のみ 2 1 3 
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 今回の調査は夏であったが、冬にもう一度、日本の雪が降る地域に来たいと思うか尋ねる
と、思う 209人（90.1%）、思わない 23人（9.9%）。思うが 9割である。中国観光客、台湾
観光客で差は見られない【図表 2.7】。これまでに日本に来た回数によって差は見られない。 
 




合計 中国 台湾 
冬にもう一度、日本の雪が降
る地域に来たいと思うか 
思う 181 28 209 
思わない 20 3 23 





 宿泊した温泉街の物販店・飲食店等の利用は、中国観光客 95%、台湾観光客 100%にのぼ
る。ちなみに道内観光客は 7割、道外観光客は 6割である【図表 2.8】。 
利用した施設は、コンビニが多く、スーパー、足湯、ラーメン屋が続く。 
コンビニは中国観光客の半数、台湾観光客の 3／4が利用しており、スーパーは中国観光
























































   
足湯 7 12 41 7 67 
函館熱帯植物園 14 17 15 2 48 
湯倉神社 1 8 7 3 19 
湯川漁港 4 0 10 5 19 
銭湯 0 1 7 1 9 
喫茶店・カフェ 7 5 28 1 41 
寿司・鮨屋 3 18 15 1 37 
ラーメン屋 7 11 29 5 52 
その他の飲食店 3 4 13 2 22 
居酒屋 1 2 18 1 22 
スナック・バー 0 0 20 1 21 
コンビニ 27 42 109 24 202 
スーパー 14 15 67 5 101 
青果・鮮魚店 2 4 17 0 23 
和菓子・スイーツ店 10 6 10 2 28 
他の食料品店 2 2 9 2 15 
理美容店 1 0 3 0 4 
衣料・日用品店 5 1 30 1 37 
パチンコ等の娯楽施
設 
0 3 2 2 7 
診療所・病院 0 1 0 0 1 
銀行・郵便局 3 1 2 0 6 
その他 6 10 13 2 31 
利用していない 33 62 10 0 105 
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旅行代理店・ツアー 18 39 197 31 285 
観光誌・ガイドブック 48 73 24 4 149 
函館の観光案内所 8 11 4 2 25 
函館観光案内の HP 12 19 8 3 42 
店・宿泊施設等の HP 13 22 4 0 39 
ぐるなび・じゃらん等の
検索サイト 
41 64 3 0 108 
その他のインターネット 20 29 12 1 62 
宿泊施設 8 13 8 0 29 
知人・家族 11 14 11 0 36 
その他 9 10 4 0 23 
特に探さなかった 5 8 4 0 17 
 






























図表 2.10 温泉街の評価 
 




道内 107 1.187 .9430 
道外 163 1.209 .9904 
中国 210 1.605 .5455 
台湾 33 1.333 .4787 
風景・街並み（路面
電車沿い道路） 
道内 92 .935 1.0250 
道外 143 1.042 1.0061 
中国 195 1.544 .6356 
台湾 33 1.212 .7398 
店の種類・数 道内 74 .541 1.2734 
道外 110 .327 1.3553 
中国 196 1.276 .9202 
台湾 32 .688 1.0607 
道標のわかりやすさ 道内 97 .371 1.3096 
道外 138 .406 1.2593 
中国 192 1.495 .6864 
台湾 32 1.188 .7378 
活気・にぎわい 道内 83 .422 1.2210 
道外 124 .250 1.2664 
中国 198 1.187 .8728 
台湾 32 .906 1.0273 
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表 2.11 温泉街に対する意見 
 































































































ホテル・旅館・銭湯の温泉めぐり 29 62 81 16 188 
近隣の飲食店のクーポン付マップ 30 47 51 9 137 
スイーツ店マップ 22 31 25 3 81 
有料の近隣散策ガイド 5 10 12 2 29 
夜市・100 円商店街等のイベント 15 23 67 11 116 
料理教室等の商店での講習会めぐり 0 1 6 2 9 
街バル（チケット綴りを持って飲食
店の食べ歩き） 
21 25 74 9 129 
各店舗の共通した季節の飾りつけを
見ながら散策 
12 17 61 7 97 
どれも利用したいと思わない 10 15 2 1 28 









手持ちのマップ 113 人（48.3%）、店やお土産の価格表示 84 人（36.1%）、商品の内容・説
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道標 92 10 102 
手持ちのマップ 100 13 113 
店やお土産の価格表示 76 8 84 
商品の内容・説明表示 79 11 90 
飲食店の写真入りメニュー 51 10 61 
その他 9 0 9 




 今回のお土産購入予定品は 241 人の複数回答で、お菓子 135 人（56.0%）、家電 84 人
（34.9%）、化粧品・薬 176人（73.0%）、衣料品・靴・バック 72人（29.9%）、時計・装飾
品 54人（22.4%）、生鮮・加工食品 41人（17.0%）、お酒・ワイン 23人（9.5%）、本・雑誌







 今回のお土産の予算は 0 円から最高 50 万円、平均 73,405.2±193,779.68 円である。そ
のうち函館では 0 円から最高 30 万円、平均 24,126.2±41,018.56 円【表 2.15】。お土産の



























お菓子 115 20 135 
家電 74 10 84 
化粧品・薬 155 21 176 
衣料品・靴・バッグ 61 11 72 
時計・装飾品 48 6 54 
生鮮・加工食品 36 5 41 
お酒・ワイン 22 1 23 
本・雑誌 8 2 10 
日用品・雑貨 92 14 106 
その他 11 1 12 
何も買わない 1 0 1 
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表 2.15 今回のお土産の予算 
 
  人数 平均値 標準偏差 
今回のお土産
の予算 
中国 174 70972.57 91221.582 
台湾 24 91041.67 111208.570 
函館での予算 中国 138 24224.15 42472.244 

































- 65 - 
 
 背景  ツアーに大人数で参加 























              高額なお土産消費の期待 
 
図 2.16 中国語圏観光客のお土産購入に向けて 
  
 
















 配布数 43店舗、回収数 20店舗、回収率 46.5%。 
 店の種類は、レストラン 1店舗、菓子専門店 3店舗、ファーストフード店・テイクアウト
3 店舗、雑貨・日用品店 10店舗、土産物店 3店舗。 
 当該地区における営業年数は、1年未満 2 店舗、1年以上 10年未満 4店舗、10年以上 11
店舗。営業年数は比較的長い店舗が多い。店の種類を見ると、雑貨・日用品店で 10年以上
のところが比較的多い【表 3.1】。 
 本店 8店舗、支店及びフランチャイズ店 12 店舗である。 
 










営業年数 1年未満 0 0 1 1 0 2 
10年未満 0 0 1 3 0 4 
10年以上 1 2 0 5 3 11 
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（３）観光客及びインバウンド観光客数 
 繁忙期の一日平均来店客数は、50 人未満 6 店舗（30.0%）、50 人以上 100 人未満 5 店舗
（25.0%）、100人以上 9店舗（45.0%）である。 
 そのうちの観光客の割合は、50%未満 5店舗（25.0%）、50%以上 80%未満 8店舗（40.0%）、
80%以上 7店舗（35.0%）【表 3.2】。 
店の種類を見ると、雑貨・日用品店は比較的観光客の割合が少ない傾向が見られる。 
 




合計 50%未満 80%未満 80%以上 
店の種類 レストラン 0 1 0 1 
菓子専門店 0 2 1 3 
ファーストフード店・テイクアウト 0 2 1 3 
雑貨・日用品店 4 2 4 10 
土産物店 1 1 1 3 





1 店舗は観光客の割合 80%以上、営業年数 1 年以上 10 年未満の 3 店舗は 80%以上が 2 店
舗、50%未満が 1店舗）。 






合計 50%未満 80%未満 80%以上 
営業年数 1年未満 0 1 1 2 
10年未満 1 1 2 4 
10年以上 3 5 3 11 
合計 4 7 6 17 
 
  






合計 50%未満 80%未満 80%以上 
本店/支店 本店 3 3 2 8 
支店 2 5 5 12 
合計 5 8 7 20 
 
 繁忙期の一日平均来店客のうちインバウンド観光客の割合は 20%未満 7 店舗（35.0%）、









合計 50%未満 80%未満 80%以上 
インバウンド
観光客の割合 
20%未満 0 4 3 7 
40%未満 2 3 2 7 
40%以上 3 1 2 6 





















合計 20%未満 40%未満 40%以上 
店の種類 レストラン 1 0 0 1 
菓子専門店 1 2 0 3 
ファーストフード店・
テイクアウト 
1 1 1 3 
雑貨・日用品店 2 3 5 10 
土産物店 2 1 0 3 






合計 20%未満 40%未満 40%以上 
営業 
年数 
1年未満 1 0 1 2 
10年未満 1 1 2 4 
10年以上 5 4 2 11 






合計 20%未満 40%未満 40%以上 
本店/支店 本店 3 1 4 8 
支店 4 6 2 12 










50人未満 3 0 3 6 
100人未満 1 3 1 5 
100人以上 3 4 2 9 
合計 7 7 6 20 
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（４）来店客数の変化 
 当該地区で 5 年以上営業している 16 店舗に 5 年前と比べた来店客数の変化を尋ねると、

























増えた 0 1 1 1 2 5 
変化なし 0 0 1 0 1 2 
減った 1 2 0 6 0 9 
合計 1 3 2 7 3 16 
 








増えた 1 2 2 5 
変化なし 0 0 2 2 
減った 2 5 2 9 
合計 3 7 6 16 
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増えた 2 2 1 5 
変化なし 1 1 0 2 
減った 3 3 3 9 





 来店客が多い時間帯は、正午及び午後 15 店舗（75.0%）、夕方及び夜 5店舗（25.0%）。 










増えた 2 3 5 
変化なし 0 1 1 
減った 1 7 8 
合計 3 11 14 
 




合計 50%未満 80%未満 80%以上 
来店客が 
多い時間帯 
正午及び午後 4 6 5 15 
夕方及び夜 1 2 2 5 
合計 5 8 7 20 
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合計 20%未満 40%未満 40%以上 
来店客が 
多い時間帯 
正午及び午後 5 5 5 15 
夕方及び夜 2 2 1 5 
合計 7 7 6 20 
 
 閑散期の来店客数の繁忙期からの減少率は、40%未満 5 店舗（31.3%）、40%以上 60%未

















40%未満 2 3 0 5 
40%以上60%未満 1 1 4 6 
60%以上 1 2 2 5 
合計 4 6 6 16 
 








40%未満 1 3 1 5 
40%以上60%未満 3 2 1 6 
60%以上 1 2 2 5 
合計 5 7 4 16 
 
  










40%未満 1 0 4 5 
40%以上60%未満 3 1 2 6 
60%以上 1 3 1 5 
























40%未満 0 2 0 2 1 5 
40%以上60%未満 1 1 1 2 1 6 
60%以上 0 0 1 4 0 5 





























良い・普通 0 1 3 6 2 12 
悪い・かなり悪い 1 2 0 3 1 7 
















合計 50%未満 80%未満 80%以上 
最近の
売上 
良い・普通 4 5 3 12 
悪い・かなり悪い 1 3 3 7 
合計 5 8 6 19 
 




合計 20%未満 40%未満 40%以上 
最近の
売上 
良い・普通 2 6 4 12 
悪い・かなり悪い 5 1 1 7 
合計 7 7 5 19 
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 当該地区の現況の印象は、良い 12 店舗（66.7%）、悪い 6 店舗（33.3%）。良い理由とし
て景気の持ち直し、悪い理由として日本人客の減少があがっている。 





















良い 0 2 3 5 2 12 
悪い 1 1 0 3 1 6 






合計 50%未満 80%未満 80%以上 
当該地区の現況
の印象 
良い 2 6 4 12 
悪い 2 2 2 6 






合計 20%未満 40%未満 40%以上 
当該地区の現況
の印象 
良い 4 5 3 12 
悪い 3 2 1 6 
合計 7 7 4 18 
 






























にぎわう 1 0 3 4 0 8 
変わらない 0 1 0 3 3 7 
すたれる 0 2 0 2 0 4 










にぎわう 1 4 3 8 
変わらない 4 2 1 7 
すたれる 0 2 2 4 






合計 20%未満 40%未満 40%以上 
５年後の当該地区 
の状況予測 
にぎわう 3 3 2 8 
変わらない 2 2 3 7 
すたれる 2 2 0 4 
合計 7 7 5 19 
 
  






















 現況  全般的に来店者数減少 
      インバウンド観光客の埋め合わせによって売上や将来予測に差 
 
インバウンド観光の消費を活かしやすい店（客単価が高い）：雑貨・日用品店 
    最近の売上は比較的良く、将来的にも安定予測 
 インバウンド観光の消費を活かしにくい店（客単価に限界）：レストラン、菓子専門店 
    売上が比較的良くない 


























1) 函 館 市 観 光 部 観 光 企 画 課 ： 平成 26 年 度 来 函 観 光 入 込 客 数 推 計、 ＜
http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2015062500021/files/h26irikomi.pdf 、
2015.8.22 確認＞、2015年 
















 台湾は日本からの農林水産物輸出額が香港、アメリカに次ぐ 3 位である。日本から台湾

























 回答者は台湾大学生 239人、函館大学生 174 人。 
 性別は、台湾大学生は 3/4が女性、函館大学生は 3/4が男性である【図表 1】。 
年齢は、18・19 歳が 3～4 割、20～22 歳が 5～6 割であり、台湾及び函館大学生ともに
あまり差は見られない【図表 2】。 
  
- 80 - 
 
 
図表 1 性別 
 
 台湾大学生 函館大学生 
性別 男性 58 135 
女性 178 39 
合計 236 174 
 
図表 2 年代 
 
  台湾大学生 函館大学生 
年代 18・19 歳 96 56 
20～22 歳 123 109 
23 歳以上 17 7 












































- 82 - 
 
 
図 4 台湾大学生の日本の地方都市の認知度 
 














函館 北海道にあることを知っている 5 16 9 30 
聞いたことがある 14 53 59 126 
聞いたことがない 0 18 56 74 















- 83 - 
 














札幌 北海道にあることを知っている 5 21 14 40 
聞いたことがある 14 59 84 157 
聞いたことがない 0 7 26 33 







































乳・乳製品 182人（80.5%）、野菜 39人（17.3%）、果物 62人（27.4%）、水産品 77人（34.2%）、
お菓子 110人（48.7%）、いずれもない 29 人（12.9%）【図 8】。牛乳・乳製品が 8割と多く、
お菓子が半数で続く。 
 食べた経験との関係は、北海道の牛乳・乳製品を食べた経験がある 140 人のうち購入し
てみたいのは 122 人（87.1%）、食べた経験がない 84 人のうち購入してみたいのは 58 人
（69.1%）。 
 北海道の水産品を食べた経験がある 41人のうち購入してみたいのは 24人（58.5%）、食
べた経験がない 180人のうち購入してみたいのは 50人（27.8%）。 
 北海道のお菓子を食べた経験がある 54人のうち購入してみたいのは 36人（66.7%）、食




乳製品 85人（39.2%）、野菜 44人（20.3%）、果物 61人（28.1%）、水産品 62人（28.7%）、
お菓子 97人（44.7%）、いずれもない 56人（26.0%）【図 9】。お菓子が最も多く、牛乳・乳












の複数回答で、牛乳・乳製品 96 人（55.2%）、野菜 43 人（24.7%）、果物 20 人（11.5%）、
水産品 63 人（36.2%）、お菓子 41人（23.6%）、どれも思わない 10 人（5.7%）【図 8】。牛
乳・乳製品が半数を超えており、水産品が続く。 
 函館大学生が函館の食材や加工品で海外に販売できれば良いと思うものは、174人の複数
回答で、牛乳・乳製品 72 人（41.4%）、野菜 16 人（9.2%）、果物 20 人（11.5%）、水産品
101人（58.0%）、お菓子 35人（20.1%）、どれも思わない 13人（7.5%）【図 9】。水産品が












図 8 北海道の食材や加工品で購入してみたいもの／海外に販売できれば良いと思うもの 
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 函館の食のイメージは「牛乳がおいしそう」が台湾大学生 3.82±1.023 点、函館大学生
3.99±1.089 点、「野菜・果物がおいしそう」が台湾大学生 3.82±1.025 点、函館大学生が
3.65±1.062 点、「水産品がおいしそう」が台湾大学生 3.93±1.063 点、函館大学生が 4.43





4.46±0.918 点、「野菜・果物がおいしそう」が台湾大学生 4.04±0.977点、函館大学生 4.08
±1.029 点、「水産品がおいしそう」が台湾大学生 4.34±0.986点、函館大学生 4.59±0.806
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図 10 食材別、函館の食のイメージ 
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図 14 食材別、台湾大学生の函館及び北海道等の食のイメージ 
 
 








4.35±0.861 点、「高級感がある」が台湾大学生 4.48±0.697 点、函館大学生 3.80±0.921


























函館 北海道 東京 横浜 大阪
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生 4.47±0.782点、「高級感がある」が台湾大学生 4.17±0.846点、函館大学生 3.23±1.124
点、「おしゃれ」が台湾大学生 4.37±0.867 点、函館大学生 3.13±1.106点、「楽しそう」が
台湾大学生 4.58±0.701点、函館大学生 3.40±1.168点【図 19】。日本の食のイメージと同
様に、安全で健康的以外で、台湾大学生の点数が特に高くなっている。 
 
図 16 分野別、日本の食のイメージ 
 

































図 20 分野別、台湾大学生の日本や北海道等の食のイメージ 
 































日本 北海道 東京 横浜 大阪














図 22 台日比較で明らかになった課題 
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度数 平均値 標準 偏差 
函館 牛乳がおいしそう 230 3.92 1.023 
野菜・果物がおいしそう 229 3.82 1.025 
魚介類がおいしそう 230 3.93 1.063 
お菓子がおいしそう 230 3.95 1.020 
北海道 牛乳がおいしそう 235 4.76 .603 
野菜・果物がおいしそう 230 4.04 .977 
魚介類がおいしそう 232 4.34 .986 
お菓子がおいしそう 233 4.15 .976 
東京 牛乳がおいしそう 229 3.46 .975 
野菜・果物がおいしそう 228 3.48 1.026 
魚介類がおいしそう 230 3.63 1.057 
お菓子がおいしそう 231 4.26 .905 
横浜 牛乳がおいしそう 229 3.39 .961 
野菜・果物がおいしそう 229 3.55 1.014 
魚介類がおいしそう 229 3.81 1.066 
お菓子がおいしそう 231 3.75 1.082 
大阪 牛乳がおいしそう 229 3.49 .930 
野菜・果物がおいしそう 230 3.73 .986 
魚介類がおいしそう 230 3.74 1.023 
お菓子がおいしそう 231 4.10 .969 
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度数 平均値 標準 偏差 
函館 牛乳がおいしそう 167 3.99 1.089 
野菜・果物がおいしそう 168 3.65 1.062 
魚介類がおいしそう 167 4.43 .941 
お菓子がおいしそう 168 3.72 1.014 
北海道 牛乳がおいしそう 173 4.46 .918 
野菜・果物がおいしそう 173 4.08 1.029 
魚介類がおいしそう 173 4.59 .806 
お菓子がおいしそう 173 3.76 1.098 
東京 牛乳がおいしそう 174 2.21 1.203 
野菜・果物がおいしそう 174 2.49 1.239 
魚介類がおいしそう 174 2.62 1.293 
お菓子がおいしそう 174 4.10 1.176 
横浜 牛乳がおいしそう 172 2.33 1.175 
野菜・果物がおいしそう 172 2.63 1.200 
魚介類がおいしそう 172 2.89 1.277 
お菓子がおいしそう 172 3.69 1.258 
大阪 牛乳がおいしそう 174 2.31 1.229 
野菜・果物がおいしそう 174 2.62 1.238 
魚介類がおいしそう 174 2.59 1.193 
お菓子がおいしそう 174 3.37 1.287 
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度数 平均値 標準 偏差 
日本 安全で健康的 232 4.64 .608 
高級感がある 231 4.48 .697 
おしゃれ 231 4.70 .584 
楽しそう 231 4.70 .606 
北海道 安全で健康的 230 4.57 .706 
高級感がある 230 4.17 .846 
おしゃれ 229 4.37 .867 
楽しそう 228 4.58 .701 
東京 安全で健康的 228 4.36 .813 
高級感がある 229 4.65 .628 
おしゃれ 229 4.70 .622 
楽しそう 229 4.57 .714 
横浜 安全で健康的 228 4.32 .773 
高級感がある 227 3.97 .879 
おしゃれ 228 4.17 .854 
楽しそう 228 4.24 .924 
大阪 安全で健康的 227 4.41 .738 
高級感がある 227 4.12 .909 
おしゃれ 227 4.32 .880 
楽しそう 222 4.44 .781 
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度数 平均値 標準 偏差 
日本 安全で健康的 173 4.35 .861 
高級感がある 173 3.80 .921 
おしゃれ 173 3.69 .912 
楽しそう 173 3.69 1.009 
北海道 安全で健康的 173 4.47 .782 
高級感がある 172 3.23 1.124 
おしゃれ 172 3.13 1.106 
楽しそう 172 3.40 1.168 
東京 安全で健康的 172 3.19 1.172 
高級感がある 173 4.29 1.055 
おしゃれ 173 4.39 .925 
楽しそう 173 4.06 1.012 
横浜 安全で健康的 171 3.36 1.136 
高級感がある 172 4.11 3.249 
おしゃれ 172 3.95 1.086 
楽しそう 171 3.83 1.087 
大阪 安全で健康的 173 3.09 1.181 
高級感がある 173 3.25 1.163 
おしゃれ 172 3.27 1.195 
楽しそう 173 3.93 1.189 
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